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発電所内情報提供システム 事業所内情報をオープンな環境でサービスするシステムを示す｡二のシステムにより,事業所内の運転データ

の共有化,情報提供のサービス向上,ペーパーレス化を図ることができる｡

オフィスⅠ勺の知的チf‾三産性向上を上+的に,エンドユ

ーザー1ミ導によるPC-LANシステムの導人が進ん

でいる｡この弔例では,多数のパソコン(パーソナル

コンピュータ)を接続して,発電所の業務にかかわる

情報を共有する情報提供システムを構築し知的/l_三庵

件を向上させた｡

この情幸は提供システムは,情報の利川荷と提供名･

が一体になった,いわばユーザー全員が_i三僻者のシ

ステムである｡そのため,利用者仙人に冶iい意識レ

ベルが一要求され,常に最新の情報が†米持されるよう

に,使いやすさに細かなくふうを凝らした｡

*1ト畑作巾オフトスシステムl拝菜部 **ト】ワエレックス株J〔公社 ***‖ハニエンジニアりング株∫〔会社屯ノJシステム本部

****l=仁製作仰1にノJ舛業本一号Ij
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田 はじめに

パソコン(パーソナルコンピュータ)は,ユーザーフレ

ンドリーかつi‾l引生能･低価格といったユーザーの貿JKに

こたえられるものとして用途が拡大している｡

CSS(Client Server SystelTl)でもNetWare削)の登場

以後,パソコンはクライアントマシンとしてだけでなく,

某I寸J的な性能と信頼性を待ったサーバマシンとしても使

われている｡NetWareはファイル,プリンタ+〔石門竺のア

プリケーション,例えばワープロ(ワードプロセッサ),

衣計算,簡妨データベースなどの,いわゆるOA処理や屯

イーメールについて使い勝手の良い+〔同利rt‾J環咤を提供で

きる｡

このため,スタンドアロンで普通にパソコンを使って

いるユーザー部門から,ごく臼然にPC-LANシステムの

導入が求められてきている｡

しかし,パソコンといってもLANシステム構築となる

と,ネットワーク設計やシステム遁朋管叩について高度

の技術と経験が晋求される｡したがって,ユーザー部門

だけでまとめるのが姓しく,一般に構想段階からSIパー

トナーを必要としている｡二1然パートナーには卜記技術

ノJのほかに,ユーザー業務についての理解とパートナー

としての信頼性が求められる｡

ここでは,このようなパソコンによる典型的なCSSの

耳丈りまとめ例として,平成5年10月に運糊を開始した煉

一丁カ発電所事務棟での発電所州青報提供システムについ

て述べる｡

将来の発電所運営ビジョン

情報とその形態ニース

従来システム運用ノウハウ

利用者の声

シ】ズ動向

注:略語説明 S=systeml[tegratio[)

8 導入の背景

電力公社での情報化は,プラント制御や基幹業務分野

で一甲･くから大規模に進められている｡一方,各事業所で

レヾソコンがたくさん使われており,先端的ユーザー部

門では,これらのパソコンに散在する各種情報資源を接

続共イfすることにより,事業所l勺の知的竹丘性のIrり+1を

松川たいとの検討や試みが進められている｡

原子ノJ発電所の事務棟では,発電計何,運転状況監

視,保守管吼 総務などヲ巨竜所運営にかかわるあらゆる

業務が行われている｡これらの什事のベースになるの

は,各種情報,例えば前年遷幸云実績データや子測データ,

り己在の運転状況など多彩であり,それらの業務は州立に

密接に関連している｡

このような事業所l勺日常業務の竹重性1こり上を‖的に,

ヲ芭電柵内情報提供システム構築の検討を開始した｡

そのような電力会社の計痢にこたえて,11立製作所は

SIパートナーとして一撃を担うため,図1に示すような

推進方法で構想段階から積極的に参内し,提雀を子‾卜)た｡

システム構想にあたっては｢どう作るか+よりも,ま

ず｢巾Jを作るか+が重要である｡このシステムのように多

彩な情報そのものを対象とする場合には,従来の管理･

定判的な業務システムのように,｢情報処理技術者によ

るニーズ分析+といったアプローチでは,利用者に歓迎

されるシステムを介内することは難しい｡

そのため,原十力発電所の運営に関する業務内谷や慣

習をよく理解している電力関係者の協力を得て,ユーザー

意見を基にアイディアを出して徹底的な検討を行った｡

発電所業務知識

何をどう提供するか

LAN構築技術

※1)NetⅥJareは,米l圭Ⅰノベル朴の荘録1軒標である｡
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弓> ソリューション提案

国l 日立製作所のSl推進

方法

情報提供システムは,何を

どんな形で提供するかが大事

である｡現場の心理まで抑え

ている人間と,実現方法を熟

知している人間の双方向のコ

ミュニケーションが角牢決方法

を生み出す｡
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田 実現方針の検討

一般の業務システムのように強制されるものと違っ

て,情報提供システムは利用者が個々の仕事__l二で能動的

に利用ノバ去をくふうしなければ成立しない｡したがって,

利用者個々人に非常に高い意識レベルが要求されるし,

連用する側にとっても質が良く利用意欲を喚起する情報

を持続的に供給することはたいへんな努力を作う｡そし

て情報を昧介するシステムの使命は,利用者,提供者双

ノバこいかに使い勝手の良い仕掛けを提供するかに尽き

る｡LANや通信回線を使った情報提供システムが話題

になりながら長続きしないのは,この三つの要素のどれ

かにl†り題があるためであろう｡

このため次に述べる4点を実三呪方針として掲げた｡

3.1新鮮なデータ提供

専任の事務管理部門が運営するシステムと異なり,ユ

ーザーが運常するシステムではだれしも左巧畑勺なデータ

人力作業は避けたいものである｡

このシステムのメインデータは,原イ▲力発電プラント

のプロセスコンピュータから採.取される運転データであ

る｡これらは膨大なものであり,千人力ではデータ提供

者の負担が人きすぎる｡このシステムはホストコンピュ

ータと接続することにより,i自二接システムが自動的にデ

ータを晦時.取り込むことにする｡また,わずかなべーパ

ーデータであればイメージスキャナを使って人力作業の

ポカ化を図る｡これによってデータ提供者は提供データ

の鮮度と質の向上に専念できる｡

3.2 利用しやすいデータ形態

オリジナルの運転情事【iデータは膨大な数字の羅列であ

る｡これをいかに料推するかは人や状況によって異な

る｡また利用者は,このデータを共に最後には文書化や

連絡などさまぎまなアクションに結び付けるわけである

が,従来は定型的な解析やグラフ化で終わっていた｡

これを汎(はん)川的な解析･グラフツールを採印する

ことにより,定型メニューのほかに任意の解析を行える

ようにする｡またGUI(GraphicalUserInterface)統合

操作環境により,解析結果の文書化やメーリングなどの

アクションにまでサポート範岡を拡大する｡

これにより,利用者の作業環境そのものの改善ととも

に,事業所全体でのノウハウの共有やグループ共業によ

る知的チト産性の向上が期待できる｡

3.3 親しみやすい操作環境

利用者は情報の専門家ではないし,多忙な人が多い｡

このシステムはそのような人々に能軌的な利別を要求す

る｡そのためには,たまに使っても直感的に操作できる

こと,使いたくなる情報があること,依って楽しいとノ払

わせること,が操作環境として重安である｡

そのため,操作面ではGUI,それも漫画などの絵を多

汁Jし,標準メニューならマウスクリックだけですべてが

操作できるようにする｡

3.4 フレキシビリティ

今後のプラント運転台数の増加とともに,データ量や

クライアント台数などですぐに規模の拡人が子想され

る｡また,他のネットワークとの接続など機能拡人要求

も川てくる｡そしてなによりのことは,パソコン業界の

技術進歩が目覚ましく,魅力的な商品がH進月歩で技人

されてくることである｡これらをあらかじめ予想してシ

ステムを構成するのは不可能であるが,かといってその

たびにシステムを再構築するのはたいへんなことであ

る｡拡張性に対しては,｢つぶしの利く+実現方法が望ま

しい｡

このための最善の方法は,やはり業界標準のオープン

仕様でシステムを構成しておくことである｡

田 システム概要

発電所全体の情事l這システムの概念を図2に示す｡

管理職,技術者,ほか

∈∋還遡
技術課

Lコ

保修課

盛
業務支援
サ ー バ

撃重義

放射線管王里課
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設備情報管理
シ ステ ム

測定器

水質管理
システム

監視装置

プラ ント 設備

図2 発電所情報システム全体像

今回構築したのは業務支援システムに相当する｡

業
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発電所全体の情報システムは,人別すると｢遷幸云管理

および予防保全などにかかわるシステム+と｢管理職お

よび技術者などの【1常業務を支援するシステム+との二

つに分けられる｡

今阿構築したシステムは後者であり,技術系の管理職

を対象に発電所の運転データの共有化,情報提供のサー

ビスIFり上およびペーパーレス化を目的としている｡

4.1機能概要

___i三要機能は,発電所運転データおよび悦子力発電所PR
館来客‾弟子定情報の提供と電子メールなど,情報交換の

場の提供である｡

(1)発電所運転データ

管理職へ提供する発電所の運転情報としては,最新の

運転状況から運転計画,発電所の定期検奄など多岐にわ

たり,データ数としては約120件に上る｡

一方,発竜所の遷幸云データの形態としては,ワークス

テーション上に蓄えられている｢プロセス計算機データ+

と｢11報,什報データおよび年度データ+のようなペー

パーデータの2種類があり,両者を提供できるようにし

ている｡

このため,システムへのデータ人力は,｢プロセス計算

｢‾

lホストコンピュータ

』

‾‾‾｢

WS

[コ M

+__

既設システム

NetWare

M

機データ+については標準的なファイル串云送プロトコル

であるFTP(File Transfer Protocol)を用いた自動転送

方式を手采印する一方,ペーパーデータについては,内容

によってシステム管理者が泊二接端末から手動入力するも

のと,イメージスキャナによって画像情報のまま入力す

るものとに分け,データを人ノJできるようにしている｡

このようにしてサーバへ入力された｢発電所運転デー

タ+は,管理職のリクエストに従って提供される｡

(2)PR館来客者予定

PR館への来客予定者のデータは,｢プロセス計算機デ

ータ+と同様にワークステーション上に蓄えられている

ことから,FTPを梢いた自動転送方式でサーバへ二取り込

まれたあと,管理職のリクエストに従って提供される｡

(3)グループウエア

管理職問の情報交換のためや布いのスケジュール調整

用として,電子メール,電子掲示板およびスケジューラ

を導入し,従来ペーパー上で行われていた情報伝達の電

子化を閉っている｡

(4)そ の 他

ワープロ,表計算ソフトとして市販のワープロソフト

および表計算ソフトを組み込み,パソコンとしての個別

r‾‾‾‾‾‾‾｢

l ws l

_ +

PR館

随
来客者管理システム l

___+

サーバ:パーソナル

ステーション

FLORA3020HS〉

[コ

巨∃

増設ハードディスク

1Gx2台

バックアップ装置
DAT

厩
無停電電源装置

一腰イメージスキャナパ盲こ詣浣㍍言言ン

クライアント合計

32台

‥恵欒衛レーザ70リンタ

発電部フロア1】台

讃
≦≡二二;∋

イメージスキャナ

総務部フロア4台

一腰FJORA3010CS ･‥腰FJORA3010CS 頑固他社製パソコン

技術部フロア17台

腰
FJORA3010CS

戯
FJORA3010CS

萄
レーサプリンタ

注:略語説明 DAT(DynamicAddressTranslation),WS(Workstat加)

図3 システム構成 NetWareでシステムを構成し,ワークステーションを経由してホストコンピュータと接続した｡
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柄用を可能としている｡

4.2 システム構成

システム構成を図3にホす｡

システムは,サーバ1台にクライアントマシンが31

台,ワークステーションからの｢ホスト計算機データ+

および｢1)R館来客者･予定データ+の自重加取込み川パソコ

ン(ゲートウェイマシン)1台,プリンタ2台,ならびに

イメージスキャナ2台で構成している｡

ネットワークOSとしては,業界標準であるNetWare

3.11Jを採用した｡

サーバ機には,FLORA3020HモデルSVを採用し,1G

バイトの外付けハードディスクを2台接続してデータ記

録の二重化をする一方,バックアップ装置としてのDAT

および無停電電源装置で構成している｡なお,サーバ機

上には,RDB(RelationalDatabase)としてSQしBase好2)

を格納している｡

クライアントマシンおよびゲートウェイマシンは,日

立製作所製パソコンと他社製パソコンそれぞれ16台ずつ

が採用され,クライアントマシンの内の3台がシステム

管理者用兼摘マシンであり,そのうち2≠iにはイメージ

スキャナが接続されている｡これら3台は,先に述べた

ペーパーデータの入力,修止などにも利用できるように

なっている｡

クライアントの操作環境は,マルチベンダを考慮し

MS-Windows削)を採用し,アプリケーションのほとんど

がExcel削)で作られている｡

4.3 システムの特長

このシステムの特長について次に述べる｡

(1)新鮮なデータ提供

サーバ上に入力される発電所運車云データのうち,ホス

ト計算機から提供されるプラント運転データは,毎時の

データがサーバ上に入力されており,最新の運転情報が

提供できる｡プラント運車云状況のデータ提供両面を図4

にホす｡

各項目の右側または下側に表示されたデータが最新の

プラントデータであり,毎時更新される｡更新されたデ

ータは,データベース上に格納されており,各項目のボ

タンをクリックすることにより,経時変化がグラフ衣ホ

される｡グラフは,最新データからさかのぼって15か月

分のワイド版と詳細表示のできる3かr‖坂の2種類があ

り,切り替えて表示できる｡

15か月のグラフを図5に示す｡

(2)利桶しやすいデータ形態

一般的にデータベース内のデータを加_l二するには,利

用者がデータベースの操作をある程度熟知する必要が

ある｡

これに対しこのシステムでは,利用者が必要とするデ

ータをマウスで指定するだけで,表計算ソフトである

Excelのシート上にデータが自重肘由出されるようにして

いる｡これにより,利用者はデータベースの操作を熟知

■

芸害毒三豊-…!】‾‡書;佃棚轟音三可蘭
鮒乃比キ ･F トL

惑二虹警----.七…葵蒜弓■■…声､…ノ…)ミ
莞ぎ声-くi;≡≡

l 背馳七丁=!･ンニ1i･,_

ヂ

_上____土_
鞍電濃細石琉℃j

･一､',､ノー十‾呈

､=鰍旨昆循環つk二〉--

;ど二絹電苦‾'｢‾r■‾｢‾‾-､ぎノ

麺写
ヒC:屋濱___⊥

一l増す詰億靖ヤ:ヽi

声､ここさ蓋漂
′.孝

≡御毒環こポノブ道鏡=㌢称信環;ポ∴～-プミき威】
諾

紙器真空膚左

竺+一望聖竺+

注:略語説明

MCPR(MinmumCrjtica】Pov佗rRatioこ

最小限界出力比)

MLHGR(MaximumLineHeatGenerat-

ingRatioこ最大級出力密度)

図4 プラント運転状況画面

見たいボタンをマウスでクリッ

クすると,その内容を表示する｡

※2)SQしBaseは,米国グブタ･テクノロジー社の繭樵で ※3)MS-WiIldows,Excelは,米国マイクロソフト朴の商

ある｡ 標である｡
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しなくてもデータの有効清川を容易に図ることができる｡

(3)親しみやすい操作環境

利用者に対しては,視覚的,直感的にわかりやすい環

境を実現するため"MS-Windows”を採用し,特に発電

所の連年云データを提供するシステムについては,マウス

操作だけでマニュアルレスで使えるシステムとしてい

る｡発電所運転データのメニュー例を図6に示す｡各提

供項目がボタンになっており,マウスをクリックするこ

とによって必要なデータを見ることができる｡

これら発電所運転データの両面もすべてExcelで作成

している｡

(4)柔軟性のあるシステム

利用者のニーズに沿ったパソコンの選択が可能なよう

に,異機種のパソコンを接続できるLANシステムとして
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図5 経時変化グラフ

二のグラフは,最新データから

さかのぽって15か月分のワイド版

である｡

図6 発電所運転データメイ

ンメニュー

マウスをクリックすることによ

り,必要データが表示される｡

``NetWare3.11J”を採用している｡グループウエアにつ

いては,流通ソフトを手采用して操作性の確保に努めた｡

B おわりに

このシステムは稼重力開始後数か月を経過しているが,

人半のクライアントが常時ログインされており,相当の

稼動率である｡提供データについても当初の予定どおり

のものが得られており,データのメンテナンス性や操作

性についても評価されている｡

今まで関心のなかった人々もこのシステムを注目し始

めており,今後さらに多くの人々に使われることが期待

できる｡




